
行政書士 たいけい事務所
特定行政書士 堀江 誠

※50分/回　事前予約制。
※時間等の詳細は、フリーダイヤルまでお電話ください。
※先着受付順ですので、ご予約はお早めに‼

0120-966-954

遺言・相続 無料相談会
遺言・相続でお悩みの方、お気軽にご相談下さい！
秘密厳守で対応致します。

東久留米市氷川台1-1-9 本間ビル1F-A

市民プラザ会議室・
（市役所内）
東部地域センター・
西部地域センター・
南部地域センター・

12/2㈭、5㈰、
20㈪
12/3㈮、17㈮
12/6㈪、18㈯
12/7㈫、16㈭

〈広告〉

ファミリー・サポート・センター
　ファミリー・サポート・センター事業はお子さんを預けたい方（ファミリー会員）・協力したい方（サポート会員）からなる有償の相互援助活動です。
　4月の入園・入学に向けて利用をお考えの方は、早めにご登録ください。

　まずは、事業説明会へご参加ください。
　事前予約制、日程は4面のカレンダーを
ご確認ください。（利用者・協力者合同）
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【問い合わせ】 ファミリー・サポート・センター 042-475-3294
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空いた時間、少しの時間
からでもOKです。

協力者
募集中！

〈地域福祉コーディネーター事業〉

　今年度から自主運営で暮らしの課題解決をす
すめる「住みよいまち弥生」（通称「住みまち弥
生」）と社協は、地域協働事業（※1）により、地区全
戸へのニュースレター配布や防災まち歩き・防災
マップづくりなど、発展的な活動へと広げていま
す。

　協働での取り組みにあたり、両者で共有した目
的は、様々な差別や偏見を解消して孤立しない地
域をつくること。誰もができることで役割をもち、
いつまでも自分らしく活躍ができる場をつくるこ
となど、地域共生社会（※2）の考え方に基づいてい
ます。
　社協では、発展的な話し合いの場となるように
世話人3役らと定期ミーティングを開催。市や関係

機関とのつなぎの他、取り組みや成果が見える化
され、皆で評価することができる仕組みづくりを
お手伝いしています。
　引き続き、一人ひとりが主体的な立場で生活上
の課題を捉え、行政や関係機関と連携しながら解
決に向けて取り組み、他の地域にも「住みよいま
ち」を広げる予定です。地域づくりに関する困りご
とや悩みもお気軽にご連絡ください。

　非営利団体と社協が目的や
目標を共有し、役割分担を取り
決め、対等な立場ですすめる福
祉活動に助成金を交付する事
業。詳しくはボランティアセン
ターまで。自治会役員、住民有志、車いす利用者、市防災防

犯課も参加。近隣の他市避難所への経路の点検
について話し合う

　制度・分野ごとの『縦割り』や
「支え手」「受け手」という関係を
超えて、地域住民や地域の多様
な主体が参画し、人と人、人と資
源が世代や分野を超えてつなが
ることで、住民一人ひとりの暮ら
しと生きがい、地域をともに創っ
ていく社会を指しています。（厚
生労働省 地域共生社会のポータ
ルサイトより）

「住みよいまち弥生」との地域協働事業
「誰もが住みよいまち」をつくる“仕組みづくり”のお手伝い

（※2）地域共生社会とは（※1）地域協働事業とは

社協HP地域協働事業

※市受託事業として西部地域（小金井街道西側の地域）に担当職員1名を配置しています。

気になることがあるけど
どこに相談したらよいか...

時間ができたから何か
自分にできることをしたい

お気軽にご連絡ください
あなたとあなたのまわりの

悩みごと・困りごと・やってみたいこと

ちょっと気になる 身近な困りごとは地域福祉コーディネーターへ

報告

〈連絡先・問い合わせ〉
市地域福祉コーディネーター 社会福祉協議会

ボランティアセンター（ ）
042-475-0739 042-476-4545

災害ボランティア情報：ホームページ、メール配信にて随時お知らせしています。月～金曜日 午前8時半～午後5時15分 042-475-0739ボランティアセンター

ボランティア交流室
　開放再開のお知らせ
ボランティア交流室
　開放再開のお知らせ

　ボランティア交流室は、非営利団体の打ち合わせや定
例会、図書の貸し出しが可能なフリースペースです。
　コロナ禍では一部制限を設けての開放となりますが、
団体活動等にご活用ください。

・当日の使用前に体温を測定し、発熱の有無を確
認してください。

・一度に使用できる人数は14人以内とします。
・使用時は必ずマスクを持参し、着用してくださ
い。

・使用中は窓、扉を開けてください。
・交流室使用後はボランティア交流室使用者名
簿をご提出ください。名簿は社協窓口でお渡し
します。

その他詳細はホームページをご覧ください。
https://bit.ly/kouryuusitu

交流室使用時の注意事項

お知らせ令和3年度　チャレンジボランティア講座令和3年度　チャレンジボランティア講座報告

　今年度のチャレンジボランティア講座には、小学4年生から大人まで13人が参加。
オンラインの活動や様々な手作り品をご寄付いただきました。
　ご寄付いただいた作品の一部を紹介します。

魚釣りのおもちゃ トラックのおもちゃ
（いずれも豊島学院高校2年生・男子）

手づくりの紙飾り
（杉並学院高校2年生・男子）

ハロウィンの塗り絵
（第一小学校4年生・女子）

オリジナルキャラクターの塗り絵
（下里中学校2年生　笹沢　つむぎさん）

ささざわ

手作り布マスク
（東中学校3年生　雨宮　凛さん）

あめみや りん

〇高齢者福祉施設職員・オンラインのお話し相手
　社会人1名の受け入れを行いました。初めてのボランティアとい
うことでしたが、ご入居者がどんな話をしても肯定的に返されてい
て、終始和やかな雰囲気でした。来園によるボランティアを受け入
れられない状況の中、リモートで活動してくださることは大変あり
がたいです。

〇高齢者福祉施設の利用者
　色々な花の絵（塗り絵）があって面白い。知らない花もあって、図鑑
を見ながら色を塗っています。とっても楽しい、ありがとう。
〇参加者（東中学校3年生・女子）
　マスクを届けにいったら喜んでくださったり、保育園に行って保育
園の園児たちと遊ぶことができてよかった。

マザアス氷川台へ

この他にも暑中見舞いや手縫いの雑巾などのご寄付をいただきました。たくさんのご参加ありがとうございました！

くるみ保育園へ

広域地域ケアセンターバオバブ、
プラタナス、

ライフパートナーこぶしへ

受け入れ施設・参加者からいただいた感想
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